
◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第７４号(Ｈ22．11．19)◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、国土交通省において収集した事業用自動車に関する

事故情報等のうち重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その

内容を他山の石として各運送事業者における事故防止の取り組みに活用してい

ただくことを目的として配信しています。 

 

＝目 次＝ 

１．重大事故情報＝１１件（１１月１０日～１１月１６日分） 

（１）乗合バスが乗用車と衝突した事故 

（２）乗合バスが歩行者を撥ねた事故 

（３）乗合バスがライトバンと衝突した事故 

（４）乗合バスが乗用車と衝突した事故 

（５）貸切バスが軽自動車と衝突した事故 

（６）タクシーが路面電車と衝突した事故 

（７）タクシーが軽自動車と衝突した事故 

（８）トラック運転者の酒気帯び運転による事故 

（９）霊柩車運転者の酒気帯び運転による事故 

（10）大型トラック２台が乗用車に衝突した事故 

（11）トラック運転者の酒気帯び運転による事故 

２．「重大事故情報」のその後 

（１）タクシー運転者の飲酒運転（平成２２年１月８日配信分） 

（２）トラック運転者の酒気帯び運転による事故（平成２２年１月２２日配信

分） 
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【１． 重大事故情報＝１１件】（１１月１０日～１１月１６日分） 

 

（１）乗合バスが乗用車と衝突した事故 

 １１月１２日午前９時５分頃、大阪府において、乗合バスが乗客５名を乗せ

て直線道路を走行中、対向してきた乗用車と正面衝突した。 

この事故により、当該バスの運転者と乗客２名が軽傷、対向してきた乗用車

の運転者（６１才、男性）は病院に搬送されたが死亡した。 

この事故は、対向してきた乗用車がセンターラインを越えてきたため生じた

模様。 

なお、当該バスの運転者によると、対向してきた乗用車の運転者は、運転者

席でうつぶせになった状態で衝突してきたとのこと。 

 

（２）乗合バスが歩行者を撥ねた事故 



 １１月１３日午後６時１５分頃、鹿児島県において、乗合バスが走行中、道

路を右から左へ横断する歩行者を撥ねた。 

この事故により、撥ねられた歩行者は死亡した。 

当該バスの運転者は、この歩行者を撥ねる直前に発見したため、急ブレーキ

をかけたが間に合わなかった模様。 

事故当時、当該バスに乗客はいなかった。 

 

（３）乗合バスがライトバンと衝突した事故 

 １１月１４日午前９時４０分頃、滋賀県において、乗客のいない乗合バスが

走行中、対向してきたライトバンと衝突した。 

この事故により、対向してきたライトバンの運転者が死亡した。 

乗合バスの運転者に負傷はなし。 

事故現場は、乗合バスからみて緩やかな右カーブ（片側１車線）。 

当該事故は、対向してきたライトバンがセンターラインを越えてきたため発

生した模様。 

 

（４）乗合バスが乗用車と衝突した事故 

 １１月１６日午前１１時５分頃、北海道の信号のある交差点において、乗合

バスが乗客１４名を乗せ直進しようとしたところ、左方より直進してきた乗用

車の右側面に衝突した。 

この事故により、当該バスの乗客のうち１名（女性、７６才）が頸椎骨折の

重傷を負い、３名と乗用車の運転者が軽傷を負った。 

重傷の乗客は、車両の後部の二人掛け座席の通路側に座っていたが、衝突し

たはずみで当該座席から中央の通路へ転落して頭部を強打し、頸椎を骨折した

模様。 

事業者によると、事故当時、当該バスの進行方向の信号が赤であった模様。 

 

（５）貸切バスが軽自動車と衝突した事故 

 １１月１３日午後３時３０分頃、岩手県において、貸切バスが乗客４２名、

添乗員１名、ガイド１名、運転者１名の計４５名を乗せ運行中、軽自動車と衝

突した。 

この事故により、当該バスの乗客８名と添乗員、ガイドの計１０名が打撲等

の軽傷を負った。 

事故現場は、見通しのよい片側２車線の直線道路であったが、事故当時、右

側車線を走行していた当該軽乗用車が、前方で右折しようとしていた車両を避

けるため左側車線に車線変更したところ、当該バスの直前であったため、当該

バスの運転者は急ブレーキを掛けたが衝突した模様。 

 

（６）タクシーが路面電車と衝突した事故 

 １１月１１日午後２時２０分頃、長崎県において、タクシーが空車にて走行



中、後方から接近してきた路面電車と接触した。 

この事故による負傷者はなし。 

当該事故は、当該タクシーの運転者が、交差点において、後方の電停に停車

していた路面電車が動き出したことに気付かず、左折待ちの車列を避けて軌道

上に進入したため発生した模様。 

当該路面電車の運転者によると、当該タクシーが軌道上に一部進入したのを

確認したため、警笛を鳴らしブレーキをかけたが間に合わなかったとのこと。 

 

（７）タクシーが軽自動車と衝突した事故 

 １１月１２日午後２時１５分頃、兵庫県の信号のある交差点において、タク

シーが乗客２名を乗せ直進しようとしたところ、左から直進してきた軽自動車

と衝突した。この事故のはずみで当該タクシーが交差点先左側の歩道に乗り上

げ、歩道で自転車を押していた女性を轢いた。 

この事故により、轢かれた女性が搬送先の病院で死亡し、当該タクシーの乗

客２名が軽傷を負った。 

事故は、当該軽自動車の運転者が赤信号で交差点に進入したことにより発生

した模様。 

 

（８）トラック運転者の酒気帯び運転による事故 

 １１月１０日午前７時１５分頃、新潟県において、トラックが走行中、片側

３車線のうち一番左の車線から２番目の車線に進路変更したところ、中央車線

を走行していた車両と接触した。 

この事故による負傷者はなし。 

事故後、事故処理のため到着した警察により、当該トラックの運転者の酒気

帯び運転が発覚した。 

当該運転者は、前日の午後７時からの２時間で焼酎２合半を水割りで飲んだ

が、事故当日の乗務前点呼（アルコール検知器の設置なし）の際、所属営業所

の運行管理者は、当該運転者が酒気を帯びていることに気付かなかった模様。 

 

（９）霊柩車運転者の酒気帯び運転による事故 

 １１月１２日午前７時４０分頃、埼玉県において、霊柩車が病院から葬儀場

へ遺体を運んでいたところ、道路左側に左前輪が脱輪した。事故後、後続車の

遺族が当該霊柩車の運転者と話をしたところ、酒の臭いがすることに気付いた

ため警察に通報した。 

この事故による負傷者はなし。 

警察の調べで、当該運転者から呼気１リットル当たり０．２ミリグラムのア

ルコールが検出されたため、当該運転者は道路交通法違反（酒気帯び運転）の

疑いで逮捕された。 

当該運転者は「昨晩、酒を飲んだ」と話している模様。 

 



（10）大型トラック２台が乗用車に衝突した事故 

 １１月１３日午前１時２５分頃、大分県の高速道路において、大型トラック

２台が単独事故で車線上に停車していた乗用車に次々と衝突した。 

この事故により、当該乗用車に乗っていた男女２人が死亡した。衝突したそ

れぞれの大型トラックの運転者に負傷はなし。 

この事故の影響で、当該高速道路が約７時間通行止めとなった。  

 

（11）トラック運転者の酒気帯び運転による事故 

１１月１６日午後１２時頃、兵庫県において、トラックが走行中、縁石に乗

り上げ走行不能となる自損事故を起こした。 

この事故による負傷者はなし。 

事故後、警察による現場検証の際、当該トラックの運転者から酒の臭いがし

たため、警察が当該トラックの運転者の呼気を確認したところ、呼気１リット

ル当たり０．５５ミリグラムのアルコールが検出されたため、当該トラックの

運転者は道路交通法違反（酒気帯び運転）の容疑で現行犯逮捕された。 
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【２．「重大事故情報」のその後】 

＊ 以前にこのメルマガで紹介した重大事故情報のその後の情報をお知らせ

します。 

 

（１）タクシー運転者の飲酒運転（平成２２年１月８日配信分） 

＝事故概要＝ 

１月４日午前７時頃、大分県で、タクシー運転者が駐車禁止の時間帯に車を

道路脇に止めていたところを巡回中の警察官に注意された。その際、当該運転

者から酒の臭いがし検査をしたところ、基準を超えるアルコールが検出された

ため、酒気帯び運転の疑いでその場で逮捕された。事業者からの報告によると、

当該運転者は会社でのアルコールの検知を受けず、運転者の点呼の前にタクシ

ーに乗って出て行ったとのこと。 

＝その後の情報＝ 

運送事業者に対して監査を実施したところ、運送事業者が事業用自動車の運

転者に対して運行の安全及び旅客の安全を確保するために必要な運行に関する

技能及び知識を習得させる等の指導監督義務違反のほか、過労防止措置義務違

反、点呼の実施義務違反、点呼の記録義務違反、点呼の記録の保存義務違反、

点呼の記録の改ざん、乗務等の記録義務違反、乗務等の記録の改ざん、乗務員

台帳の作成義務違反、特別な指導義務違反、適性診断受診義務違反、定期点検

整備の未実施等が確認されたため、３９５日車の車両使用停止処分を行った。 

 

（２）トラック運転者の酒気帯び運転による事故（平成２２年１月２２日配信

分） 



＝事故概要＝ 

１月１８日午後４時３２分頃、岡山県の中国自動車道下り線で、トラックが

中央分離帯ガードレールに衝突し、炎上した。事故後、警察が運転者の飲酒の

有無について検査したところ、呼気１リットル中０．２ミリグラムのアルコー

ルが検出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで運転者を現行

犯逮捕した。この事故により、当該トラックが全焼したが、けが人はなし。 

＝その後の情報１（既報）＝ 

その後の調査によると、当該車両には、事業者が後付けのアルコールインタ

ーロックを取付けていたが、当該運転者は、事業者に無断でアルコールインタ

ーロック装置の配線を取り外していたとのこと。 

＝その後の情報２＝ 

運送事業者に対して監査を実施したところ、運送事業者が事業用自動車の運

転者に対して運行の安全及び旅客の安全を確保するために必要な運行に関する

技能及び知識を習得させる等の指導監督義務違反のほか、過労防止措置義務違

反、点呼の実施義務違反、点呼の記録義務違反、点呼の記録の保存義務違反、

乗務等の記録義務違反が確認されたため、１１０日車の車両使用停止処分を行

った。 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車交通局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、＜ jiko-antai@mlit.go.jp ＞までお寄

せください。 

よくある質問（配信登録の解除方法等） 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

 

【参考】 

＊自動車交通局ホームページ 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

＊自動車の不具合情報はこちら 

最近、自動車に乗っていたら異常発生、なんてことありませんでしたか。

そんな時は、車検証を用意して、国土交通省「自動車不具合情報ホットラ

イン」に連絡です。皆様の声は、車種ごとに、ホームページ上で公開され、

メーカーがきちんとリコールをしたり、メーカーのリコール隠しを防ぐた

めに活用されます。 

・ホームページ受付 （ www.mlit.go.jp/RJ/ ） 

・フリーダイヤル受付 ０１２０－７４４－９６０ 

（平日9:30～12:00 13:00～17:30） 

・自動音声受付    ０３－３５８０－４４３４（年中無休・24時間） 
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